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10月 6日(木)
第40回技術者交流フォーラム事業in釧路
　13:30～17:00　釧路センチュリーキャッスルホテル　 3階
　基調講演「安全・安心で豊かな未来社会に導くデジタル技術」
　　髙橋　翔　氏（ 北海道大学大学院工学研究院　先端モビ

リティ工学研究室准教授）
　　問い合わせ／寒地土木研究所寒地技術推進室
　　　　　　　　TEL 011-590-4046

国営滝野すずらん丘陵公園
　10月 2日(日)､ 9 日(日)､16日(日)､23日(日)
　森のおさんぽガイド
　　 自然豊かな滝野の森をボランティアガイドとおさんぽしましょ

う！森の中で山野草や樹木、生きものを観察したり、開拓の歴
史のあとを見ながらトレッキング気分で散策をしてみませんか。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　森の情報館（滝野の森ゾーン・西エリア）
　　　●時　間　10:30～（60分～90分間程度）
　　　●定　員　 4組（1組最大 5 名）
　　※申し込み：滝野管理センター（011-594-2222）、WEB。
　　　 グループごとにガイドが付きます。園路は未舗装路ですので

森歩きのできる服装でお越しください。
　10月15日（土）、16日（日）
　水鏡に映る紅葉を見よう
　　 中央口水の広場に映る紅葉をご覧いただきます。滝の修景

で流れる滝循環ポンプを一時的に停止し、水面が動かない
ようにします。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　中央口水の広場
　　　●時　間　 9:30～11:00
　　※紅葉の状況で日程は前後します。雨天中止。
　10月16日（日）
　冒険遊び場　きのたんの森
　　 滝野式プレーパーク。森の教室周辺の水辺や森の中で、生き

物探しや水遊び、笹船流しなど時間内は自由に遊べます。公
園での禁止事項（植物採取禁止、指定場所以外での火の利
用など）についてもスタッフの管理のもと特別に体験できます。

　　　●参加費　無料（駐車料金は別途）
　　　●場　所　森の教室
　　　●時　間　12:00～14:30（時間内は出入り自由）
　　※汚れてもいい服装でお越しください。
※ 詳細は当公園ホームページ（URL：http://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）までお
問い合わせください。
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　2022年上半期の北海道の出生数は、2020年同期
と比べて11％減少しました。この傾向が続くと、今
年の出生数は 2万 7千人を下回る可能性があり、少
子化が更に進むと考えられます。一方、これまでの
趨
すう

勢
せい

から、65歳以上の高齢者人口は今後もほぼ横
ばいで推移すると予測されています。北海道の北部
に位置する下川町は､2020年の人口が3,127人で、高
齢者世帯、高齢者のみの世帯が若干増える傾向に
あります。市街地から東に10kmほど離れた「一の橋」
地区は、林業が盛んだった時期には 2千人余りが暮
らしていましたが、人口減少により、50世帯140人の
高齢化率50％超の「限界集落」となっていました。
町での「地域おこし協力隊」の配置や一の橋バイオ
ビレッジ構想の取り組みなどにより、現在では、同
地区の高齢化率は約30％となりました。食材や日用
品などは市街地の商店で買い求めることになります
が、地域の駅カフェでの日用品の販売や移動販売車
などで地域住民の利便性を図っています。町では一
の橋地区のような市街地から離れた場所で暮らす高
齢者等を支援するため、地元タクシー会社の車両を
使ったデマンド交通の運行を行っています。
　町の市街地でも、2019年には惣菜等の製造や配
達も行っていた地元スーパーが閉店しました。人口
減少による販売額の低迷もありますが、商品仕入れ
の配送も影響が要因の一つのようです。昨年から地
域おこし協力隊の制度を活用して、貨客混載の実証
事業を行っており、地域内の商店での買物商品など
食料品や薬局の薬等の宅配にも乗り出しました。高
齢者が住み慣れた地域で暮らすことを可能とする取
り組みを応援していきたいと思います。 （黒﨑）
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